
２０１６年５月８日 主日礼拝       ＜聖餐式＞ 
 

司  会  ①村上洋兄   ②藤樫兄   ③岸兄 

奏  楽 

祈  祷  ①三浦兄洋   ②石塚兄 

 

                                 主の祈り 

賛  美          聖歌３５３番「世にもとうとく清きふみあり」 

          （栄光から栄光へと私を変えて）（聖霊様あなたを求めます） 

                         

聖  書  ①②マルコによる福音書１０章４２～４５節 （P６９） 

③②ローマ人への手紙８章３１～３９節 （P２４４） 

                                                                                                                                             

音  楽  ①  坪井永城師 

②③カルバリー聖歌隊 

証  詞  ①②足立陽介兄（青年会） 

     

メッセージ   ①②       「人の子としての生涯」            倉知契副牧師 

③                                        「神様は私たちの味方です」        大川従道牧師  

              （God is for us!）  

 

賛  美        「まぼろしの影を追いて」 （讃美歌５１０番・献金） 

頌  栄  「君と共に行く」（聖歌７２３番・折り返し） アーメン 
祝  祷                        

 

【大和ニュース】  

☆本日は『母の日』。すべての母性愛を持っておられる女性たちに、心から敬意を表し、

愛をもって感謝致します。健康で愛いっぱいで歩んで下さい。 

☆各礼拝後、水、木、金曜に聖餐を受けておられない方々は、前にお進み下さい。 

・ 本日、入門講座Ⅱ、SS主任会議、YYタイム（１２時半・森）、J-plus。 

* 東京カルバリーのオープン礼拝は、５時から。２１世紀キリスト教会にて。 

・ 本日第３礼拝後、男性リーダー会を行います。各会長と副会長は３階フェロシップRまで。 

・ 祈祷会を大切に！水曜夜は久保田師、木曜朝は佐々木師。（吉田Sr.が来られます） 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は丸藤伝道師。 

☆ご結婚おめでとうございます。今村創様と石井久美子様。４日。横浜にて。 
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宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ１章～５章  Ｂコース：列王紀上１６章～列王紀下１１章 

 

石の枕  
  

『見よ、兄弟（姉妹）が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び』 

（詩篇１３３篇１節・新共同訳聖書） 
東京開拓伝道２年目の最初の礼拝に２４４名の方々が出席され、超満員。
ボーマン師のチェロ演奏もあり、すべてが最高のスタートでした。皆様のお祈りと
ご協力を心から感謝し、主に栄光をお捧げ致します。 
大和では、２日にわたり「泉チャペル献堂１６周年記念聖会」が開かれ、水曜
夜が２８５名、木曜朝が３０５名。梶山先生も、柴田先生も霊潮の高いメッセー
ジでした。すべてを感謝致します。日頃来れない方々も、連休ということで祈祷

聖会に出席され、恵みの笑顔があふれていました。ハレルヤ！ 
連休ということで、熊本や大分の被災地や福島に、ボランティアで奉仕に出ら
れた方々もいます。ご苦労様でした。主が喜んでおられます。 
東京集会の新しい発見を紹介します。 
住所は、渋谷区広尾５の９の７。２１世紀キリスト教会で、本日も５時から日
曜礼拝ですが、本日は西田美榮子姉の独唱。大川牧師のスペシャルメッセー
ジ。住所の番地を加算すると、５＋９＋７＝２１は面白い。広尾の教会の信徒
さんが拍手して楽しんでくださった。牧師の気配りもここまでくれば――？！ 

 
今日は「母の日」。もう地上に母親がいない人も、「お母さんありがとう！私を
産んでくださっただけで感謝です！」と天に向かって叫んでみよう。 
お母様がご存命の方は、知恵を尽して、感謝を捧げよう。 
ユング心理学を日本に紹介した学者は、河合隼雄氏だ。彼の作品に、鎌倉
時代の名僧、明恵の「夢記」の解説書がある。 
「今ハ十三ニナリヌレバ、年スデニ老イタリ」と言うのがある。 
言うなれば、十二、三歳において人間はこどもなりに老成するのであり、しかも

その完成は性衝動との対決によってたちまちに破壊される、という予感をはらんで
いる。――若い時、河合氏の「こころの処方箋」を読んで感動したことを想い出
した。「子供は大人の父親である」とはワーズワースの言葉か。 
吉本ばなな著『キッチン』も面白い。「本当にひとり立ちしたい人は、何かを育て
るといいのよね。子どもとかさ、鉢植えとかね。そうすると、自分の限界がわかるの
よ。そこからが始まりなのよ。」――限界を認めて、神に祈らざるを得ない。私た

ちが母親を尊敬する理由のひとつはそれである。 


